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Media use and images of foreigners
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1．問題
　本研究の目的は、大学生が外国人に対してど
のようなイメージを持っているか、さらに、日
頃のメディア利用と視聴するテレビ番組のジャ
ンルがそれらにどのような影響を及ぼしている
かを実証的に検討することである。

1-1．外国人イメージ
　外国人イメージに関する研究は、社会心理学
で は 国 民 性 ス テ レ オ タ イ プ（national 
stereotype）に関する研究として古くから行わ
れてきている。代表的なものとしては、Katz 
& Braly（1933）、Gilbert（1951）、Karlins, 
Coffman, & Walters（1969）がアメリカのプリ

ンストン大学で実施した研究、我妻・米山（1967）
が日本人を対象に実施した研究などがある（国
民性ステレオタイプの研究動向に関しては中村

（1999）や村田（2006a）が詳しい）。これらの
先行研究と同様に、本研究でも大学生が持つ外
国人イメージを明らかにすることを第一の目的
とする。
　本研究では外国人イメージを単純に「よい－
悪い」という 1 次元ではなく、あたたかさ（好
意度）、知的能力、身体能力の 3 次元に基づい
て検討する。これらの次元のうちの最初の 2 次
元は Fiske らのステレオタイプ内容モデル

（stereotype content model）で指摘されたもの
で あ る（Cuddy, Fiske, & Glick, 2008; Fiske, 
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Abstract
  We investigated images of foreigners and the effects of media on the images of foreigners. 
One hundred and eighty-eight Japanese undergraduate participated in the questionnaire survey. 
Participants reported on the several media uses and on the television programs which they 
watched. In addition they rated foreigners and Japanese on warmth, intellectually competence, and 
physical ability dimension. We found that images of several foreigners were ambivalent (“warm but 
incompetent”, ”competent but cold”, or ”physically able but intellectually incompetent”). Media use 
had both positive and negative effects on images of several foreigners. Watching the entertainment 
programs (e.g., variety programs, music programs, drama, and movie) and sports programs 
had positive effects on the several images of foreigners, but watching the programs to gain new 
information (e.g., news programs, docutainments, and learning programs) had both positive and 
negative effects on the images of several foreigners. These results suggested that the media might 
be related to the formation of images of foreigners.
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Cuddy, Glick, & Xu, 2002）。ステレオタイプ内
容モデルによれば、国民性ステレオタイプを含
めたさまざまなステレオタイプはあたたかさと
知的能力の 2 次元から構造化され、多くのステ
レオタイプは 2 つの次元のうちの一方が肯定的
で他方が否定的な両面価値的な内容になってい
るという（Cuddy et al., 2008; Fiske et al.,2002）。
3 つめの身体能力に関する次元は、近年スポー
ツの場面で人を表現する言葉として頻繁に使用
されているものである（森田，2009）。特にア
フリカや南米の地域の国民（選手）を表現する
ときに使用されている。この身体能力の次元は
知的能力の次元と相補的な関係にあり、一方の
次元が肯定的で他方の次元が否定的であること
が指摘されている（村田，2006b；佐久間・日吉，
2012）。こうした先行研究の議論や知見を踏ま
えて、本研究ではあたたかさ、知的能力、身体
能力を外国人イメージの構成する基本的な次元
と考えて、これらの 3 次元から検討する。

1-2．メディアと外国人イメージ
　外国人イメージを規定する要因にはさまざま
なものが考えられる。その要因のひとつがメ
ディアであろう。グローバル化が進展している
現在、日本人が海外に行く機会や、海外から日
本へ来る外国人に出会う機会は増加しているだ
ろう。しかし直接的な接触をすることができる
外国人はほんの一部に過ぎないだろう。そして、
他の多くの外国人については直接的な接触では
なく間接的な接触、つまりメディアを通して得
られる情報をもとに、そのイメージを形成して
いる可能性が考えられる。
　ただしメディアといっても旧来のマス・メ
ディア（テレビ、新聞、雑誌、ラジオ）から、
近年テレビ以上に利用されていると推測される
インターネットまでさまざまなものがある。そ
してこれらのメディアから得られる外国および
外国人に関する情報の内容は異なっているこ
と、さらにそれぞれのメディアが及ぼす影響も
異なっている可能性は十分に考えられる。たと

えば、佐久間・日吉（2013）は、ロンドン・オ
リンピック大会期間中のテレビ、新聞、インター
ネットの利用が複数の外国人イメージの変化に
及ぼす影響を比較している。その結果、テレビ、
新聞の利用は一部の外国人イメージを肯定的な
方向に変化させている一方で、インターネット
の利用は一部の外国人イメージを否定的な方向
に変化させていた。高・雨宮・杉森（2015）も、
さまざまなメディアのうちインターネットの利
用のみが韓国人に対する偏見と関連しているこ
とを見出している。このようにメディアによっ
ても外国人イメージに及ぼす影響が異なってい
るという知見を踏まえて、本研究では、外国人
イメージに複数のメディアが及ぼす影響につい
て比較することを第二の目的とする。
　さらに本研究ではメディアのうちテレビに焦
点を当てた分析を実施する。具体的には、視聴
するテレビ番組のジャンルの影響を検討する。
メディアのなかでもテレビは多くの人々が使用
するものである（諸藤・渡辺，2011）。そして
海外のさまざまな情報を入手するために最も利
用されているメディアでもある（萩原，2007; 
萩原・テー・上瀬・小城・李・渋谷，2011）。
しかしテレビで得られる外国および外国人に関
する情報の内容は番組のジャンルによって大き
く異なっていること、さらにはそれぞれの番組
が及ぼす影響が異なる可能性が考えられる。た
とえば、渋谷・テー・李・上瀬・萩原・小城（2011）
はジャンル別のテレビ番組の視聴の程度がアメ
リカ人および韓国人イメージに及ぼす影響を検
討している。その結果、視聴する番組のジャン
ルによって影響がある場合とそうでない場合が
あること、さらに影響がある場合であっても、
視聴する番組によって影響の方向が異なること
を見出している。こうした先行研究の知見を踏
まえて、本研究では、外国人イメージに視聴す
るテレビ番組のジャンルが及ぼす影響について
比較することを第三の目的とする。
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2．方法
2-1．調査対象者と手続き
　文教大学で社会学および社会心理学関連の講
義を受講している大学生 188 名 ( 男性 86 名、
女性101名、不明1名)を対象に調査を実施した。
調査は授業時間の一部を使用して実施した。回
答に要した時間は約 10 分であった。

2-2．調査実施時期
　2012 年 1 月に実施した。

2-3．分析に用いた調査項目
（１）メディアの利用
　8 つのメディア（テレビ、ラジオ、雑誌（マ
ンガを除く）、新聞（一般紙）、新聞（スポーツ
新聞）、マンガ、パソコンを用いたインターネッ
ト、スマートフォンや携帯電話を用いたイン
ターネット）の利用の程度について 5 件法で回
答してもらった （「よく利用する」～「まった
く利用しない」）。
（２）ジャンル別のテレビ番組の視聴
　Yahoo! テレビ G ガイドの分類に従い 11 のテ
レビ番組のジャンル（「ドラマ」「映画」「スポー
ツ」「音楽」「バラエティー」「アニメ／特撮」「趣
味／教育」「ニュース／報道」「情報／ワイド
ショー」「ドキュメンタリー／教養」「劇場／公
演」）の視聴の程度を 5 件法で回答してもらっ
た（「よく見る」～「まったく見ない」）。3)

（３）国民イメージ
　8 つの国民に対するイメージを 8 つの形容詞
対で回答してもらった（7 件法）。8 つの国民の
うちひとつは日本人であった。残りの 7 つにつ
いては 2 種類の質問紙を用意し、それぞれの質
問紙で国民を変えた。具体的には、ひとつの質
問紙（質問紙Ａ）では、アメリカ人、中国人、
ケニア人、韓国人、ブラジル人、ドイツ人、イ

ラク人、別の質問紙（質問紙Ｂ）では、ジャマ
イカ人、イギリス人、イラン人、オーストラリ
ア人、ロシア人、エチオピア人、北朝鮮人のイ
メージを回答してもらった。4） 調査対象者には
2 種類の質問紙をランダムに配布した。回答順
序については、順序の影響が出ないように種類
ごとに 2 パターン用意した。国民イメージを測
定する形容詞対には、あたたかさの次元に対応
するものとして「親しみやすい－親しみにくい」

「冷たい－暖かい」「好き－嫌い」、知的能力の
次元に対応するものとして「頭がよい－頭が悪
い」「有能でない－有能な」「知的な－知的でな
い」、身体能力の次元に対応するものとして「運
動神経がある－運動神経がない」「身体能力が
低い－身体能力が高い」が含まれていた。
（４）その他
　性別、年齢、海外旅行経験の有無、留学生か
否かを尋ねた。

3．結果
　調査対象者 188 名のうち、回答態度に問題が
あると判断した 7 名を除外した 181 名を分析の
対象とした。5）なお分析の対象となったデータ
に留学生は含まれていなかった。

3-1．外国人イメージ
　イメージ測定の対象国民ごとに、3 つの次元
に対応する形容詞対の平均値を算出して、それ
ぞれの国民に対するあたたかさ得点、知的能力
得点、身体能力得点とした。その結果を表 1 に
記す。
　対象となる国民イメージが明確なものである
かを検討するために、佐久間（2015）と同様に、
理論的中央値（4 点）とそれぞれの国民のあた
たかさ得点、知的能力得点、身体能力得点の平
均値との差について t 検定を実施した。

3) 11 のジャンルのうちの一つに誤植があったため、この後の分析からは除外した。
4) 質問紙Ａに回答した対象者は 96 名、質問紙Ｂに回答した対象者は 92 名であった。
5)  国民イメージの回答のうち、7 カ国以上のイメージのすべてに「4（どちらともいえない）」を選択していた対象者、および

質問紙のうち 1 ページ全体に欠損値があった対象者をデータ分析から除外した。その結果、質問紙Ａに回答した人のうちデー
タ分析から除外されたのは 3 名、質問紙Ｂに回答した人のうちデータ分析から除外されたのは 4 名であった。
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（１）あたたかさ得点
　アメリカ人（t=10.76, p<.001）、中国人（t=9.54, 
p<.001）、ケニア人（t=2.96, p<.01）、ブラジル
人（t=6.55, p<.001）、 ド イ ツ 人（t=3.93, 
p<.001）、イラク人（t=10.21, p<.001）、ジャマ
イカ人（t=4.55, p<.001）、イギリス人（t=4.32, 
p<.001）、イラン人（t=3.11, p<.01）、オースト
ラリア人（t=7.50, p<.001）、ロシア人（t=2.02, 
p<.05）、北朝鮮人（t=13.23, p<.001）、日本人

（t=11.77, p<.001）のあたたかさ得点の平均値と
理論的中央値との差が有意であった。アメリカ
人、ケニア人、ブラジル人、ドイツ人、ジャマ
イカ人、イギリス人、オーストラリア人、日本
人のあたたかさ得点の平均値は理論的中央値と
比較して有意に高かった。他方、中国人、イラ

ク人、イラン人、ロシア人、北朝鮮人のあたた
かさ得点の平均値は理論的中央値と比較して有
意に低かった。
（２）知的能力得点
　アメリカ人（t=7.69, p<.001）、ケニア人（t=2.36, 
p<.05）、韓国人（t=3.33, p<.01）、ドイツ人（t=7.23, 
p<.001）、イラク人（t=1.90, p<.10）、ジャマイ
カ 人（t=3.24, p<.01）、 イ ギ リ ス 人（t=9.71, 
p<.001）、ロシア人（t=6.17, p<.001）、エチオピ
ア 人（t=2.66, p<.01）、 北 朝 鮮 人（t=7.18, 
p<.001）、日本人（t=5.04, p<.001）の知的能力
得点の平均値と理論的中央値との差が有意また
は有意傾向であった。アメリカ人、韓国人、ド
イツ人、イギリス人、ロシア人、日本人の知的
能力得点の平均値は理論的中央値と比較して有

対象国民

アメリカ人 4.97 ( 0.87 ) 10.76 *** 4.57 ( 0.70 ) 7.69 *** 5.21 ( 1.08 ) 10.75 ***

中国人 3.03 ( 0.98 ) 9.54 *** 3.99 ( 1.07 ) 0.07 4.25 ( 1.19 ) 2.00 *

ケニア人 4.20 ( 0.64 ) 2.96 ** 3.86 ( 0.59 ) 2.36 * 5.47 ( 1.34 ) 10.60 ***

韓国人 4.03 ( 1.27 ) 0.22 4.27 ( 0.77 ) 3.33 ** 4.11 ( 0.76 ) 1.43

ブラジル人 4.55 ( 0.81 ) 6.55 *** 4.01 ( 0.59 ) 0.18 5.81 ( 1.09 ) 15.93 ***

ドイツ人 4.27 ( 0.65 ) 3.93 *** 4.63 ( 0.84 ) 7.23 *** 4.51 ( 0.88 ) 5.57 ***

イラク人 3.11 ( 0.84 ) 10.21 *** 3.86 ( 0.73 ) 1.90 + 4.08 ( 0.83 ) 0.94

ジャマイカ人 4.45 ( 0.93 ) 4.55 *** 3.75 ( 0.73 ) 3.24 ** 5.54 ( 1.30 ) 11.08 ***

イギリス人 4.47 ( 1.02 ) 4.32 *** 4.95 ( 0.92 ) 9.71 *** 4.41 ( 0.99 ) 3.87 ***

イラン人 3.67 ( 1.01 ) 3.11 ** 3.94 ( 0.86 ) 0.62 4.06 ( 0.82 ) 0.72

オーストラリア人 4.77 ( 0.95 ) 7.50 *** 4.04 ( 0.69 ) 0.52 4.68 ( 0.80 ) 7.90 ***

ロシア人 3.78 ( 1.01 ) 2.02 * 4.50 ( 0.75 ) 6.17 *** 4.38 ( 0.90 ) 3.92 ***

エチオピア人 4.00 ( 0.72 ) 0.00 3.84 ( 0.56 ) 2.66 ** 4.89 ( 1.18 ) 7.05 ***

北朝鮮人 2.35 ( 1.16 ) 13.23 *** 3.08 ( 1.20 ) 7.18 *** 3.55 ( 1.36 ) 3.09 **

日本人 5.01 ( 1.16 ) 11.77 *** 4.36 ( 0.96 ) 5.04 *** 3.81 ( 1.07 ) 2.37 *

.

注）ターゲットが日本人のNは178～180。それ以外のターゲットに関しては86～93。t検定は理論的中央値である4点からの
有意差の検定。*** p <.001、** p <.01、* p <.05、+ p <.10。

表1　各国民に対する3次元のイメージ得点の平均値（標準偏差）

あたたかさ得点 知的能力得点 身体能力得点t値 t値 t値

表 1　各国民に対する 3次元のイメージ得点の平均値（標準偏差）
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意に高かった。他方、ケニア人、イラク人、ジャ
マイカ人、エチオピア人、北朝鮮人の平均値は
理論的中央値と比較して有意に低い、または低
い傾向が見られた。
（３）身体能力得点
　アメリカ人（t=10.75, p<.001）、中国人（t=2.00, 
p<.05）、ケニア人（t=10.60, p<.001）、ブラジル
人（t=15.93, p<.001）、 ド イ ツ 人（t=5.57, 
p<.001）、ジャマイカ人（t=11.08, p<.001）、イ
ギリス人（t=3.87, p<.001）、オーストラリア人

（t=7.90, p<.001）、 ロ シ ア 人（t=3.92, p<.001）、
エチオピア人（t=7.05, p<.001）、北朝鮮人（t=3.09, 
p<.01）、日本人（t=2.37, p<.05）の身体能力得
点の平均値と理論的中央値との差は有意であっ
た。アメリカ人、中国人、ケニア人、ブラジル
人、ドイツ人、ジャマイカ人、イギリス人、オー
ストラリア人、ロシア人、エチオピア人の平均
値は理論的中央値と比較して有意に高かった。
他方、北朝鮮人、日本人の平均値は理論的中央
値と比較して有意に低かった。

3-2．メディア利用の影響
　最初に、8 つのメディアの利用の程度を検討
した（表 2）。表 2 を見ると、インターネット（パ
ソコン、スマートフォンや携帯電話）、テレビ、
マンガ、雑誌を利用している割合は高い反面、
ラジオ、新聞（一般紙）、新聞（スポーツ紙）
を利用している割合は低かった。
　続いて、これらのメディアの利用が外国人イ
メージにどのように影響しているかを検討する
ために、重回帰分析を実施した。具体的には、
テレビ、ラジオ、雑誌、マンガ、新聞（新聞一
般紙とスポーツ新聞の利用の程度の平均値）、
インターネット（パソコンを用いたインター
ネットとスマートフォンや携帯電話を用いたイ
ンターネットの利用の程度の平均値）の利用の
程度を独立変数、それぞれの外国人イメージの
3 次元の得点を従属変数にした重回帰分析を実
施した。同時に性別（ダミー変数）、年齢、海
外旅行経験の有無（ダミー変数）も独立変数に
投入し、それらの影響を統制した。その結果は

メディア よく利用する
どちらかと
いえば
利用する

どちらとも
いえない

どちらかと
いえば

利用しない

まったく
利用しない

無回答・
欠損値

テレビ 61.3 20.4 5.5 7.2 5.5 0.0

ラジオ 5.0 16.0 8.3 21.5 49.2 0.0

新聞（一般紙） 6.1 17.1 17.1 26.0 33.7 0.0

新聞（スポーツ新聞） 1.1 8.3 8.8 17.1 64.1 0.6

雑誌（マンガを除く） 21.5 35.9 14.4 16.0 10.5 1.7

マンガ 35.4 26.5 8.3 14.9 12.2 2.8

パソコンを用いたインターネット 81.2 13.8 4.4 0.0 0.6 0.0

スマートフォンや携帯電話を用い
たインターネット

78.5 14.4 2.8 2.2 2.2 0.0

注）N=181。

表2　メディアの利用の程度（%）
表 2　メディアの利用の程度（%）
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体

能
力

得
点

.2
8
9

*
-
.0

3
3

.1
2
7

-
.0

9
0

.1
0
0

-
.2

5
1

*
.0

4
7

.0
3
4

-
.0

0
3

.1
0
4

あ
た

た
か

さ
得

点
-
.0

1
8

.0
5
6

.0
1
8

-
.1

4
8

.0
2
0

.1
1
3

.1
2
8

.1
5
1

.1
1
9

.0
7
0

知
的

能
力

得
点

.0
8
4

-
.1

1
5

.0
1
5

.0
2
6

.0
6
6

-
.0

8
0

-
.1

7
7

-
.0

5
3

.1
1
1

.0
6
4

身
体

能
力

得
点

.0
2
5

.0
6
6

-
.0

5
9

.1
2
8

-
.0

7
7

.0
8
4

.1
5
2

-
.0

8
9

.0
3
6

.0
7
8

あ
た

た
か

さ
得

点
-
.0

1
2

-
.1

3
9

.0
6
0

.2
1
9

+
-
.0

0
7

.2
3
2

*
-
.1

9
8

+
-
.1

3
8

.1
6
5

.2
3
3

*
*

知
的

能
力

得
点

-
.0

0
8

-
.0

6
0

-
.0

4
9

.1
3
9

-
.0

1
4

-
.0

6
8

-
.2

5
9

*
-
.0

2
5

.1
7
4

.0
9
4

身
体

能
力

得
点

-
.0

7
1

-
.0

4
5

.0
9
3

-
.0

7
3

.1
7
4

-
.0

5
1

-
.0

3
4

.0
7
6

.0
8
9

.0
7
2

あ
た

た
か

さ
得

点
-
.0

7
4

.3
3
2

*
*

-
.1

3
2

.1
5
8

.0
2
0

.1
1
4

-
.0

9
8

.2
0
7

+
.0

5
9

.2
2
4

*

知
的

能
力

得
点

.1
9
3

-
.0

1
9

-
.0

1
0

-
.0

4
4

.0
2
3

-
.0

7
6

.1
3
3

.0
4
7

-
.1

5
1

.0
6
0

身
体

能
力

得
点

-
.0

4
4

.2
0
9

+
-
.0

3
4

.1
4
2

-
.0

8
8

.1
7
2

-
.0

3
0

-
.0

5
4

-
.0

4
7

.0
9
1

あ
た

た
か

さ
得

点
.0

4
8

.0
2
0

-
.1

4
9

-
.0

1
8

.1
9
2

+
.0

2
2

.0
0
0

-
.1

1
8

.1
2
6

.0
9
1

知
的

能
力

得
点

-
.0

3
3

.1
8
7

-
.0

3
6

.0
4
9

.0
1
2

.0
2
7

.0
0
9

.0
5
6

.0
4
4

.0
4
5

身
体

能
力

得
点

-
.2

3
5

*
.0

6
7

.2
5
9

*
-
.0

1
8

.0
0
3

.0
9
5

-
.0

8
9

.0
2
7

.1
0
3

.1
6
6

あ
た

た
か

さ
得

点
-
.0

2
2

-
.2

5
9

*
.0

4
2

-
.1

7
5

-
.0

6
2

-
.0

5
4

.0
6
2

.1
0
5

-
.1

0
1

.1
1
8

知
的

能
力

得
点

.1
9
8

+
-
.2

2
0

*
-
.1

1
8

-
.0

6
7

.0
5
3

-
.2

9
9

*
.0

9
0

.1
9
3

+
-
.0

2
4

.1
7
2

+

身
体

能
力

得
点

-
.0

7
9

-
.1

1
7

.1
0
1

-
.1

3
6

.1
8
4

+
-
.0

6
8

.0
3
1

-
.0

4
3

-
.0

0
9

.0
9
4

ド
イ

ツ
人

性
別

（
1
：
男

性
、

2
：
女

性
）

マ
ン

ガ
新

聞
ネ

ッ
ト

海
外

旅
行

経
験

の
有

無
（
1
：
あ

り
、

2
：
な

し
）

年
齢

テ
レ

ビ
ラ

ジ
オ

雑
誌

R
2

表
3
　

各
メ

デ
ィ

ア
が

外
国

人
イ

メ
ー

ジ
に

及
ぼ

す
影

響
（
標

準
偏

回
帰

係
数

）

イ
ラ

ク
人

ア
メ

リ
カ

人

中
国

人

ケ
ニ

ア
人

韓
国

人

ブ
ラ

ジ
ル

人

注
）
*
*
*
 p

<
.0

0
1
, 
*
*
 p

<
.0

1
, 
*
 p

<
.0

5
, 
+
 p

<
1
0
。

表
3　
各
メ
デ
ィ
ア
が
外
国
人
イ
メ
ー
ジ
に
及
ぼ
す
影
響
（
標
準
偏
回
帰
係
数
）

R
2

性
別

（
1:
男
性
､2

:女
性
）
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対
象

国
民

従
属

変
数

の
種

類

あ
た

た
か

さ
得

点
.0

1
8

.1
2
8

.0
0
4

-
.1

0
1

.0
6
6

.2
4
9

+
.1

4
8

.0
6
3

.0
1
1

.1
0
0

知
的

能
力

得
点

.3
4
1

*
*

-
.0

6
9

-
0
.6

9
-
.0

2
5

-
.0

3
4

-
.1

2
3

.1
9
8

+
.1

9
0

+
.0

9
4

.2
0
2

+

身
体

能
力

得
点

-
.0

4
7

-
.0

0
7

-
.0

6
0

.3
2
2

*
*

-
.1

7
1

.1
9
3

.0
0
3

-
.1

1
2

.0
8
0

.2
5
9

*

あ
た

た
か

さ
得

点
.3

5
5

*
*

.3
3
3

*
*

.0
5
3

-
.1

3
4

-
.2

0
4

+
.0

0
4

.0
2
3

.1
3
9

.0
7
6

.2
1
8

*

知
的

能
力

得
点

.3
5
8

*
*

.2
4
3

*
-
.1

6
4

-
.2

3
4

+
-
.1

9
6

+
.0

0
5

-
.0

4
9

.2
0
7

+
.1

0
5

.2
3
6

*

身
体

能
力

得
点

.0
8
0

.3
2
7

*
*

.1
5
3

-
.0

3
1

.2
1
5

+
-
.1

3
2

-
.1

8
3

.0
4
4

.0
3
7

.1
9
8

+

あ
た

た
か

さ
得

点
-
.2

3
0

+
-
.2

4
9

*
-
.0

0
8

.0
5
1

.2
8
4

*
.1

0
4

-
.0

8
5

-
.0

7
0

-
.0

7
2

.1
7
7

知
的

能
力

得
点

.1
4
8

-
.0

5
8

-
.0

6
2

.0
3
2

.1
6
0

.0
1
3

.0
5
6

-
.0

6
8

.0
1
6

.0
7
3

身
体

能
力

得
点

.0
7
6

-
.0

0
6

.1
0
2

.2
7
0

*
.0

7
9

-
.2

2
2

-
.0

8
5

-
.0

1
1

-
.0

3
2

.0
9
0

あ
た

た
か

さ
得

点
.1

9
9

.1
0
6

-
.0

6
6

-
.0

1
2

-
.1

5
0

.1
6
3

.0
8
9

.0
5
7

.1
5
5

.1
8
0

知
的

能
力

得
点

.1
5
3

-
.0

7
5

-
.2

3
8

+
-
.1

7
1

-
.0

7
3

.2
0
9

.0
8
7

.0
1
6

.0
5
8

.1
3
7

身
体

能
力

得
点

.0
7
3

.2
4
0

+
.1

9
3

.0
3
6

.0
2
9

-
.1

4
5

.0
5
4

.0
6
6

.1
4
9

.1
0
8

あ
た

た
か

さ
得

点
-
.0

3
1

-
.1

5
6

.0
2
3

-
.1

5
8

.0
6
2

.0
4
6

.0
0
1

.0
2
8

-
.0

5
6

.0
5
9

知
的

能
力

得
点

.1
4
3

.2
6
1

*
.0

1
0

.0
3
5

-
.0

0
5

.1
3
2

-
.0

5
7

-
.1

4
4

-
.0

5
2

.1
1
0

身
体

能
力

得
点

.0
7
2

.0
6
9

.0
5
4

-
.2

2
0

.0
9
2

-
.1

3
7

.1
9
2

.0
9
2

.1
6
4

.1
3
5

あ
た

た
か

さ
得

点
-
.2

8
3

*
-
.2

6
2

*
-
.0

8
0

.0
2
9

-
.1

0
3

.3
3
5

*
.0

0
9

-
.0

0
9

-
.0

5
1

.1
5
7

知
的

能
力

得
点

.1
2
2

-
.0

4
1

-
.0

3
8

-
.1

4
2

.1
1
4

-
.0

4
5

.1
2
7

-
.2

1
5

+
.0

4
9

.1
2
2

身
体

能
力

得
点

-
.0

8
3

.0
8
6

.0
3
3

.0
0
2

-
.1

5
6

-
.1

0
0

-
.2

6
0

*
.0

9
6

.2
1
5

+
.1

3
5

あ
た

た
か

さ
得

点
-
.3

7
8

*
*
*

-
.5

0
9

*
*
*

.0
5
7

.0
8
9

.2
9
8

*
*

.0
4
4

.1
7
4

+
-
.0

8
0

-
.1

3
6

.4
2
1

*
*
*

知
的

能
力

得
点

0
3
8

-
.4

3
7

*
*
*

.1
3
4

.0
6
2

.2
0
0

+
.0

0
4

-
.0

1
4

-
.0

9
5

-
.0

6
3

.2
9
7

*
*

身
体

能
力

得
点

.1
3
0

-
.2

6
8

*
-
.0

7
0

-
.0

1
0

.1
4
7

0
8
3

.0
8
3

.0
1
1

.0
4
9

.1
6
1

注
）
*
*
*
 p

<
.0

0
1
, 
*
*
 p

<
.0

1
, 
*
 p

<
.0

5
, 
+
 p

<
1
0
。

エ
チ

オ
ピ

ア
人

北
朝

鮮
人

ジ
ャ

マ
イ

カ
人

イ
ギ

リ
ス

人

イ
ラ

ン
人

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
人

ロ
シ

ア
人

表
3
　

各
メ

デ
ィ

ア
が

外
国

人
イ

メ
ー

ジ
に

及
ぼ

す
影

響
（
標

準
偏

回
帰

係
数

）
（
続

き
）

雑
誌

マ
ン

ガ
新

聞
ネ

ッ
ト

R
2

性
別

（
1
：
男

性
、

2
：
女

性
）

年
齢

海
外

旅
行

経
験

の
有

無
（
1
：
あ

り
、

2
：
な

し
）

テ
レ

ビ
ラ

ジ
オ

表
3　
各
メ
デ
ィ
ア
が
外
国
人
イ
メ
ー
ジ
に
及
ぼ
す
影
響
（
標
準
偏
回
帰
係
数
）（
続
き
）

R
2

性
別

（
1:
男
性
､2

:女
性
）
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表 3 の通りであった。以下、メディアの種類別
に結果を説明する。6）

（１）テレビ
　アメリカ人身体能力得点（β =.335, t=2.68, 
p<.01）、 韓 国 人 あ た た か さ 得 点（ β =.219, 
t=1.89, p<.10）、ジャマイカ人身体能力得点

（β =.322, t=2.66, p<.01）、イギリス人知的能力
得点（β =-.234, t=1.91, p<.10）、イラン人身体
能力得点（β =.270, t=2.00, p<.05）に及ぼす効
果が有意または有意傾向であった。テレビを利
用するほど、アメリカ人、ジャマイカ人、イラ
ン人の身体能力イメージ、韓国人のあたたかさ
イメージは肯定的であった。その一方で、イギ
リス人の知的能力イメージは否定的であった。
（２）ラジオ
　ドイツ人あたたかさ得点（β =.192, t=1.74, 
p<.10）、 イ ラ ク 人 身 体 能 力 得 点（ β =.184, 
t=1.68, p<.10）、イギリス人あたたかさ得点

（β =-.204, t=1.79, p<.10）、イギリス人知的能力
得点（β =-.196, t=1.74, p<.10）、イギリス人身
体能力得点（β =.215, t=1.86, p<.10）、イラン人
あたたかさ得点（β =.284, t=2.42, p<.05）、北朝
鮮人あたたかさ得点（β =.298, t=3.01, p<.01）、
北朝鮮人知的能力得点（β =.200, t=1.85, p<.10）
に及ぼす効果が有意または有意傾向であった。
ラジオを利用するほど、ドイツ人、イラン人、
北朝鮮人のあたたかさイメージ、イラク人とイ
ギリス人の身体能力イメージ、北朝鮮人の知的
能力イメージは肯定的であった。その一方で、
イギリス人のあたたかさイメージ、イギリス人
の知的能力イメージは否定的であった。
（３）雑誌
　 中 国 人 身 体 能 力 得 点（ β =-.251, t=2.03, 
p<.05）、 韓 国 人 あ た た か さ 得 点（ β =.232, 
t=2.03, p<.05）、イラク人知的能力得点（β =-.299, 
t=2.52, p<.05）、ジャマイカ人あたたかさ得点

（β =.249, t=1.80, p<.10）、エチオピア人あたた

かさ得点（β =.335, t=2.59, p<.05）に及ぼす効
果が有意または有意傾向であった。雑誌を利用
するほど、韓国人、ジャマイカ人、エチオピア
人のあたたかさイメージは肯定的であった。そ
の一方で、イラク人の知的能力イメージ、中国
人の身体能力イメージは否定的であった。
（４）マンガ
　韓国人あたたかさ得点（β =-.198, t=1.90, 
p<.10）、韓国人知的能力得点（β =-.259, t=2.25, 
p<.05）、ジャマイカ人知的能力得点（β =.198, 
t=1.75, p<.10）、エチオピア人身体能力得点

（β =-.260, t=2.20, p<.05）、北朝鮮人あたたかさ
得点（β =.174, t=1.79, p<.10）に及ぼす効果が
有意または有意傾向であった。マンガを利用す
るほど、ジャマイカ人の身体能力イメージ、北
朝鮮人のあたたかさイメージは肯定的であっ
た。その一方で、韓国人のあたたかさイメージ
と知的能力イメージ、エチオピア人の身体能力
イメージは否定的であった。
（５）新聞
　ブラジル人あたたかさ得点（β =.207, t=1.93, 
p<.05）、 イ ラ ク 人 知 的 能 力 得 点（ β =.193, 
t=1.74, p<.10）、ジャマイカ人知的能力得点

（β =.190, t=1.69, p<.10）、イギリス人知的能力
得点（β =.207, t=1.87, p<.10）、エチオピア人知
的能力得点（β =-.215, t=1.80, p<.10）に及ぼす
効果が有意または有意傾向であった。新聞を利
用するほど、ブラジル人のあたたかさイメージ、
イラク人、ジャマイカ人、イギリス人の知的能
力イメージは肯定的であった。その一方で、エ
チオピア人の知的能力イメージは否定的であっ
た。
（６）インターネット
　アメリカ人知的能力得点（β =.255, t=2.29, 
p<.05）、エチオピア人身体能力得点（β =.215, 
t=1.75, p<.10）に及ぼす効果が有意または有意
傾向であった。インターネットを利用するほど、

6)  本研究では、メディア利用の効果、視聴するテレビ番組の視聴の効果について重回帰分析を実施している。重回帰分析を実
施する際に VIF を算出して多重共線性が生じている可能性を検討したが、VIF が 2 を超えた変数はなかった。したがって多
重共線性が生じている可能性はほとんどないと考えられる。



-9-

特集　メディアとイメージ

アメリカ人のあたたかさイメージ、エチオピア
人の身体能力イメージは肯定的であった。

3-3．視聴するテレビ番組のジャンルの影響
　最初に、10 のテレビ番組のジャンルへの視
聴の程度を検討した（表 4）。表 4 を見ると、「バ
ラエティー」「ニュース／報道」については視
聴している割合が高かった。その一方で、「趣
味／教育」「ドキュメンタリー／教養」につい
ては視聴している割合が低かった。

ツ」はいずれの因子に対しても因子負荷量は高
くなかったが、外国人イメージのうちの身体能
力の次元に強く影響を及ぼすことが予測される
ために、単独でこの後の分析に使用した。

7)  「楽しむ番組」の平均値（標準偏差）は 3.62（0.97）、「知る番組」は 3.26（0.86）であった（理論的に取り得る範囲は 1 ～ 5
で得点が高いほどそれぞれの番組を視聴していることを意味する）。

　続いて、テレビ番組の視聴の程度に影響を及
ぼす要因を検討するために探索的因子分析を実
施した（主因子法、バリマックス回転）。そし
て因子負荷量が低いジャンル、共通性の低い
ジャンルを除外した上で、繰り返し因子分析を
実施し、解釈可能性を考慮して 2 因子を抽出し
た（表 5）。第一因子は「ドラマ」「音楽」「バ
ラエティー」「映画」という娯楽的な内容を含
むジャンルに負荷量が高かったため「楽しむ番
組」と解釈した。第二因子は、「ニュース／報道」

「情報／ワイドショー」「ドキュメンタリー／教
養」という知識を身につけたり、新しい情報を
手に入れたりするようなジャンルに負荷量が高
かったために「知る番組」と解釈した。「スポー

　これらのテレビ番組のジャンルの視聴の程度
が外国人イメージにどのように影響しているか
を検討するために重回帰分析を実施した。具体
的には、楽しむ番組に負荷量が高かった 4 つの
ジャンルの視聴の程度の平均値、知る番組の 3
つのジャンルの視聴の程度の平均値、スポーツ
番組の視聴の程度の平均値を独立変数、外国人
イメージの 3 次元の得点を従属変数にした重回
帰分析を実施した。7）メディアの種類の影響に
ついて重回帰分析をしたときと同様に、性別（ダ
ミー変数）、年齢、海外旅行経験の有無（ダミー
変数）も同時に独立変数に投入し、それらの影
響を統制した。その結果は表6の通りであった。
以下、テレビ番組のジャンルごとに結果を説明
する。
（１）知る番組
　アメリカ人身体能力得点（β =-.218, t=1.77, 
p<.10）、ドイツ人あたたかさ得点（β =-.242, 
t=1.90, p<.10）、ジャマイカ人身体能力得点

（β =.264, t=2.43, p<.05）、イギリス人身体能力
得点（β =-.217, t=1.95, p<.10）、ロシア人身体
能力得点（β =.262, t=2.09, p<.05）、エチオピア
人知的能力得点（β =-.216, t=1.71, p<.10）、エ

番組のジャンル よく見る
どちらか
といえば
見る

どちらと
もいえな

い

どちらか
といえば
見ない

まったく
見ない

無回答・
欠損値

ドラマ 25.4 28.2 13.3 18.2 14.9 0.0

映画 26.5 32.0 15.5 19.9 6.1 0.0

スポーツ 15.5 24.9 14.4 20.4 23.8 1.1

音楽 24.9 34.3 19.9 11.0 9.9 0.0

バラエティー 53.0 26.5 7.7 6.1 6.1 0.6

アニメ／特撮 26.5 16.6 13.8 26.0 16.6 0.6

趣味／教育 7.2 13.3 22.1 24.3 31.5 1.7

ニュース／報道 23.2 53.6 13.3 5.5 4.4 0.0

情報／ワイドショー 16.6 39.2 19.9 14.9 7.7 1.7

ドキュメンタリー／教養 2.2 6.1 12.7 27.6 51.4 2.8

注）N=181。

表4　テレビ番組の視聴の程度(%)

因子1 因子2 共通性

ドラマ .961 .005 .923

音楽 .546 .285 .379

バラエティ .509 .401 .420

映画 .494 .216 .291

ニュース／報道 .239 .722 .578

情報／ワイドショー .228 .683 .519

ドキュメンタリー／教養 .052 .506 .259

851.223.232.ツーポス

934.4362.1671.3与寄子因

884.55507.93率与寄積累

表5　視聴テレビ番組に関する因子分析
（主因子法、バリマックス回転）

表 4　テレビ番組の視聴の程度 (%)

表 5　視聴テレビ番組に関する因子分析の結果
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対象国民 従属変数の種類

あたたかさ得点 .090 .139 -.172 -.154 .183 .253 + .127 +

知的能力得点 .038 .145 .040 .109 -.022 .170 .081

身体能力得点 .021 .016 .131 -.218 + .301 * .221 + .171 *

あたたかさ得点 .076 -.149 .093 -.068 .139 .043 .077

知的能力得点 .275 * -.153 .092 -.005 -.068 .177 .101

身体能力得点 .239 + -.083 .103 .143 -.197 .039 .071

あたたかさ得点 -.015 -.045 .010 .065 -.104 .081 .014

知的能力得点 .096 -.049 .019 .070 .031 -.097 .026

身体能力得点 .038 -.012 -.031 .182 .066 -.141 .038

あたたかさ得点 .091 -.043 .063 -.065 .362 ** .085 .186 **

知的能力得点 .126 -.048 -.046 .014 -.027 .205 .049

身体能力得点 -.017 -.113 .091 -.046 -.184 .227 .060

あたたかさ得点 .037 .226 * -.076 .198 -.122 .247 + .186 **

知的能力得点 .107 -.006 .054 -.094 .079 -.011 .031

身体能力得点 .033 .172 -.007 .044 -.010 .176 .068

あたたかさ得点 .015 .081 -.170 -.242 + .259 + -.026 .098

知的能力得点 -.001 .110 -.031 .203 -.109 .032 .062

身体能力得点 -.105 .039 .271 * -.153 -.087 .378 ** .222 **

あたたかさ得点 -.104 -.247 * .012 .030 -.138 -.053 .075

知的能力得点 .077 -.123 -.219 * -.128 .175 -.213 .134 +

身体能力得点 -.151 -.140 .059 -.017 -.078 -.013 .050

あたたかさ得点 .054 .116 .035 .057 .020 .173 .055

知的能力得点 .251 + -.101 -.044 -.100 .162 -.031 .126

身体能力得点 -.049 .007 -.023 .264 * .391 ** -.090 .281 ***

あたたかさ得点 .219 + .257 * .057 -.130 .150 .059 .134 +

知的能力得点 .331 * .207 + -.113 -.169 -.162 -.081 .151 +

身体能力得点 .108 .302 ** -.007 -.217 + -.097 .402 *** .278 ***

あたたかさ得点 -.130 -.232 + -.063 -.044 -.005 .138 .076

知的能力得点 .095 -.190 -.121 .025 .040 .102 .066

身体能力得点 .054 .073 .121 .194 .015 -.003 .062

あたたかさ得点 .249 + .113 -.006 .035 .083 .025 .090

知的能力得点 .224 + -.020 -.167 .167 -.145 -.083 .111

身体能力得点 .062 .207 + .170 .124 -.015 .225 + .135 +

あたたかさ得点 -.003 -.134 -.019 -.113 -.034 .092 .038

知的能力得点 .133 .156 .066 -.160 -.072 -.129 .079

身体能力得点 -.001 -.021 .085 .262 * -.184 .158 .095

あたたかさ得点 -.247 + -.247 * .007 .038 .031 -.011 .081

知的能力得点 .173 -.050 -.040 -.216 + -.065 -.032 .082

身体能力得点 -.091 .090 .072 .231 + -.119 .080 .074

あたたかさ得点 -.268 + -.473 *** -.018 .044 .050 .123 .225 **

知的能力得点 .170 -.349 ** .043 .014 -.058 .093 .189 *

身体能力得点 .159 -.272 * -.075 .122 -.087 .000 .136 +

オーストラリア人

表6　テレビ番組のジャンルが外国人イメージに及ぼす影響（標準偏回帰係数）

ブラジル人

アメリカ人

中国人

ケニア人

韓国人

注）*** p <.001, ** p <.01, * p <.05, + p <10。

性別（1：男
性、2：女

性）
年齢 知る番組

楽しむ
番組

スポーツ
番組

海外旅行
経験の有

無（1：あり、
2：なし）

R2

ロシア人

エチオピア人

北朝鮮人

ドイツ人

イラク人

ジャマイカ人

イギリス人

イラン人

表 6　テレビ番組のジャンルが外国人イメージに及ぼす影響（標準偏回帰係数）

R2性別

（1:男性､2:女性）
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チオピア人身体能力得点（β =.231, t=1.83, 
p<.05）に及ぼす効果が有意または有意傾向で
あった。知る番組を視聴するほど、ジャマイカ
人、ロシア人、エチオピア人の身体能力イメー
ジは肯定的であった。その一方で、アメリカ人、
イギリス人の身体能力イメージ、ドイツ人のあ
たたかさイメージ、エチオピア人の知的能力イ
メージは否定的であった。
（２）楽しむ番組
　アメリカ人身体能力得点（β =.301, t=2.31, 
p<.05）、 韓 国 人 あ た た か さ 得 点（ β =.362, 
t=2.83, p<.01）、 ド イ ツ 人 あ た た か さ 得 点

（β =.259, t=1.91, p<.10）、ジャマイカ人身体能
力得点（β =.391, t=3.33, p<.01）に及ぼす効果
が有意または有意傾向であった。楽しむ番組を
視聴するほど、韓国人とドイツ人のあたたかさ
イメージ、アメリカ人とジャマイカ人の身体能
力イメージは肯定的だった。
（３）「スポーツ番組」
　アメリカ人あたたかさ得点（β =.253, t=1.89, 
p<.10）、アメリカ人身体能力得点（β =.221, 
t=1.69, p<.10）、ブラジル人あたたかさ得点

（β =.247, t=1.92, p<.10）、ドイツ人身体能力得
点（β =.378, t=2.98, p<.01）、イギリス人身体能
力得点（β =.402, t=3.89, p<.001）、オーストラ
リア人身体能力得点（β =.225, t=1.99, p<.10）
に及ぼす効果が有意または有意傾向であった。
スポーツ番組を視聴するほど、アメリカ人とブ
ラジル人のあたたかさイメージ、アメリカ人、
ドイツ人、イギリス人、オーストラリア人の身
体能力イメージは肯定的であった。

4．考察
4-1．3次元からとらえた外国人イメージ
　日本人を含む 15 カ国のイメージをあたたか
さ、知的能力、身体能力の 3 次元から検討した。
　まず、Fiske らが指摘するあたたかさと知的
能力の 2 次元からとらえた外国人イメージにつ
いて検討する。理論的中央値からの差の t 検定
の結果に基づいて解釈すると、ケニア人とジャ

マイカ人に対しては「あたたかいけれども知的
能力が低い」というイメージ、ロシア人に対し
ては「知的能力は高いけれども冷たい」という
イメージが持たれていた。つまり、これらの外
国人に対しては両面価値的ステレオタイプが持
たれていた。
　続いて、知的能力と身体能力の 2 次元からと
らえた外国人イメージについて同様に見ていく
と、ケニア人、ジャマイカ人、エチオピア人に
対しては「身体能力は高いが知的能力は低い」、
日本人に対しては「知的能力は高いが身体能力
が低い」というイメージが持たれていた。つま
り、これらの外国人と日本人に対しても知的能
力と身体能力の 2 次元において両面価値的ステ
レオタイプが持たれていた。こうした両面価値
的ステレオタイプが持たれていたという結果
は、ステレオタイプ内容モデルが妥当なモデル
であるということ、外国人イメージを単に「よ
い－悪い」という 1 次元ではなく、複数の次元
でとらえる必要があることを示唆している。

4-2．メディア利用の影響
　メディア利用の影響を見ると、外国人イメー
ジに影響をもたらすメディアの種類、および影
響をもたらされる外国人イメージとその次元は
さまざまであった。メディアの種類別に重回帰
分析の標準偏回帰係数が有意（有意傾向）であ
った数とその方向を検討してみると、最もその
数が多かったメディアはラジオ、続いて、テレ
ビ、雑誌、マンガ、新聞が同数、最も少なかっ
たメディアはインターネットであった。さらに
その影響の方向を検討してみると、マンガは外
国人イメージを低める方向への影響が多かった

（5 個中 3 個）。それ以外は、外国人イメージを
肯定的にする方向への影響が多かった。以上の
結果から全般的にメディアは肯定的な外国人イ
メージを形成する可能性を示唆している。
　ラジオの利用に関しては最も多くの効果をも
たらしていたが、他のメディアと比較をしてラ
ジオの利用が外国人イメージに強く影響するこ
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とを説明する知見は現在のところは見当たらな
い。ラジオの利用が外国人イメージに効果を及
ぼしているというよりも、ラジオを利用するタ
イプの人が持つ何かしらの特徴が特定の外国人
に対するイメージに影響している可能性もある
だろう。
　インターネットの利用に関しては、イデオロ
ギーや偏見との関連を扱った先行研究（高他，
2015）に基づいて考えると、否定的な外国人イ
メージと関連することも予測された。しかし本
研究では、わずかではあるが、インターネット
の利用は肯定的な外国人イメージと関連してい
た。本研究と先行研究の結果が異なる理由とし
て、質問項目の問題が挙げられる。テレビ、ラ
ジオ、新聞、雑誌と比較をすると、インターネッ
ト利用にはさまざまな目的があるだろう。本研
究の対象者である大学生であれば情報を収集す
ることだけではなく、大学での履修をはじめと
した各種手続きのためにインターネットを利用
することも多いだろう。実際に辻（2008）でも
インターネット利用行動のうち、一部の行動だ
けが外国人に対する否定的態度と関連している
ことを見出している。こうした知見を踏まえて
考えると、インターネットに関しては、その利
用目的を含めた質問項目を用意して、外国人イ
メージに及ぼす影響を検討する必要があると考
えられる。

4-3．視聴するテレビ番組のジャンルの影響
　テレビ番組のジャンルの影響を見ると、メ
ディアの種類の影響と同様に、影響をもたらす
メディアの種類、および影響をもたらされる外
国人イメージとその次元はさまざまであった。
　ただしジャンルごとの影響を見ると、ある一
定のパターンが見られた。具体的には、知る番
組の影響について、重回帰分析の標準偏回帰係
数が有意（有意傾向）であった箇所の符号を確
認すると、プラスの符号だけではなくマイナス
の符号のところがあった。つまり知る番組を視
聴することは、肯定的な外国人イメージを形成

するだけではなく、否定的な外国人イメージを
形成する要因にもなっていた。楽しむ番組とス
ポーツ番組の影響についても同様に、重回帰分
析の標準偏回帰係数が有意（有意傾向）な箇所
の符号を確認すると、符号はすべてプラスで
あった。つまり楽しむ番組とスポーツ番組を視
聴することは、肯定的な外国人イメージを形成
する要因になっていた。
　こうした影響の違いついては番組内容と関連
づけて考察することが可能であろう。知る番組
に含まれていた「ニュース／報道」「情報／ワ
イドショー」「ドキュメンタリー／教養」では、
外国で生じた事件や事故、外国人による犯罪、
日本と諸外国との間の政治や経済の問題などが
頻繁に報道されており、その内容は否定的なも
のが多いだろう。こうした外国や外国人に関す
る否定的な報道を受け取った結果、否定的な外
国人イメージが形成されやすいだろう。一方、
楽しむ番組とスポーツ番組では、番組に人気の
ある外国の芸能人やスポーツ選手が出ることが
多い。そうした人気のある人物に対する好意度
が国民全体に一般化するために肯定的な外国人
イメージを形成しやすいだろう。
　さらに本研究の結果は、単にテレビ視聴の程
度（時間、頻度）ではなく、視聴するテレビ番
組のジャンルを考慮した上でその影響を検討す
る必要性を示唆している。

4-4．今後の課題
　最後に本研究の問題点と今後の課題を述べ
る。
　第一に、調査対象者の問題である。本研究で
は 1 大学の 200 名弱のデータに基づき、外国人
イメージと、メディア利用および視聴するテレ
ビ番組のジャンルがそれらに及ぼす影響を検討
した。しかし萩原（2007；2012）、萩原他（2011）
と比較をすると、少数の偏ったサンプルである
といわざるを得ない。今後、本研究と同様の調
査を多数の偏りのないサンプルに実施し、本研
究の結果が再現できるかどうかを検討する必要
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があるだろう。
　第二に、メディア利用の質問項目に関する問
題である。本研究では特に利用目的を限定せず
に、さまざまなメディアの利用の程度について
回答を求めた。しかしメディア利用の目的に応
じて外国人イメージへの影響が変わる可能性も
十分に考えられる。今後の研究ではメディア利
用の目的を含めた質問項目も用意し、外国人イ
メージに及ぼす影響を検討する必要がある。
　第三に、メディア利用および視聴するテレビ
番組のジャンルの影響に関する結果の解釈の問
題である。本研究では主に重回帰分析を実施し
て、メディア利用および視聴するテレビ番組の
ジャンルの影響を検討した。それらの結果につ
いて個別に説明することはある程度可能である
が、すべての結果を包括的に説明できる仮説は
現時点では存在していない。今後はメディアが
外国人イメージに及ぼす影響に関する仮説を精
緻化し、それを検証する研究方法を考えた上で、
新たなデータを収集する必要があるだろう。
　第四に、メディアと外国人イメージの間の因
果関係の問題である。本研究ではメディアを通
して得られた情報をもとに外国人イメージを形
成していると仮定して実証的研究を行った。つ
まりメディアが外国人イメージの原因であると
仮定していた。しかし、本研究で仮定したもの
とは逆の因果関係を想定することも可能であ
る。たとえば、ある外国人に対してあたたかい
イメージ（好意的イメージ）を持っている場合、
その外国人が登場するような番組を視聴した
り、メディアを通してその外国人に関する情報
を得たりする可能性は十分に考えられる。本研
究では、ある一時点でメディア利用と外国人イ
メージを尋ねているために、メディアと外国人
イメージの間の因果関係が不明瞭である。今後
はパネル調査を実施するなど研究方法を工夫す
ることにより、メディアと外国人イメージの因
果関係を明確にする必要があるだろう。
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